
社会的包摂を巡る課題について
~外国にルーツを持つ子ども若者の支援活動から~
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０．ME-netの特徴
• 1995年にボランティア団体として設立
• 活動先行型＝高校進学ガイダンスの実施のための組織として
設立

• 高校教員グループ＋支援者グループ
• ゆるやかなネットワーク＝「多文化共生」を意図して活動

• 2006年に高校進学ガイダンスが神奈川県教育委員会との協
働事業に＝かながわボランタリー活動推進基金２１による
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１．かながわボランタリー活動推進基金２１とは

•神奈川県の提案型助成金制度
→行政とNPO等の民間団体が協働して行うことが適切な事業
を審査して、選考し助成金を付与して事業実施する。

・5年間継続が可能
→上限5年を設定し事業実施する。
・行政の担当部署と協働実施

→民間と行政がそれぞれ担当する内容を協議して、協働実施
・助成金の使い勝手がよい

→上限1,000万円。人件費や家賃も可。民間の負担率なし。
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かながわボラ基金によるME-netの協働事業
• 2006年~2010年「外国につながる子どもの教育支援事業」
→高校教育課との協働によって、次の4事業を実施
高校進学ガイダンスの実施

高校入試ガイドブック（多言語版）の作成

高校へのコーディネーター・サポーターの派遣

行政とNPOとの支援ネットワーク会議の実施
◎協働の意義

→行政の公共性、情報等の公益性や信頼性の確保
→民間ができるきめ細かさやアフターフォロー
→両者で、課題の共有と協力関係・信頼関係の構築
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2011年度以降は、神奈川県（高校教育課）の予算で、協定
書を交わして協働事業として実施している。



ME-netの活動の広がり
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高校進学ガイダンス＋ガイドブック

教育相談＋フリースクール

高校進学ガイダンス＋ガイドブック
多文化教育コーディネーター派遣

ネットワーク会議

1995年

2006年
～

2005年
高校への
入口支援

高校の中
での支援



外国につながる
生徒の学習支援員

派遣事業
県立高校２２校へ派遣

2019年度現在の連携の状況

高校進学ガイダンス
（県内６カ所）

高校進学ガイドブッ
ク

（１０言語翻訳版）

県教委との
協定による
協働事業

高校への多文化教育
コーディネーター派遣事業
高校２６校へ派遣

かながわ
外国人教育相談

外国につながる
若者交流事業

外国につながる
子ども支援

ネットワーク会議

たぶんかフリースクー
ルよこはま

独自事業

定時制高校等での
キャリア支援事業
県立高校９校
＋市立高校1校

高校との連携による

多文化学習支援センター
（CEMLA）の運営

多文化子ども・若者
支援センター

生活困窮世帯向け居
場所学習支援事業

（愛川町）



２．外国につながる子どもや家庭の支援について
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支援者・母語サポーター

行政
（教育、福祉
医療等）

学校
多文化
家族

学習教室

居場所

国際交流ラウンジ 子ども食堂

学齢期
行政の目から
こぼれやすい！

ME-net



２．外国につながる子どもや家庭の支援について
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支援者・母語サポーター

高校
多文化
家族

ME-net

高校以降

国際交流ラウンジ 学習教室

行政
（教育、福祉
医療等）

高校以降の課題
・中退率の高さ
・在留資格
・経済的な課題
・社会的自立
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2018年度は39回実施
し、参加した学習者は
約954名（内高校生
327名）ボランティアは
185名が参加！

場所：相模原市の相模女子大学の構内
活動日：毎週土曜日の10時～12時

運営：県教育委員会＋県立高校11校の校長＋大学3校
＋ME-netでの運営協議会による運営。
学び手：地域の外国につながる子ども・若者（中高生以
上）
教え手：大学生＋高校生＋社会人ボランティア等

特徴：指導グループ化。日本語指導者や教員がボランテ
ィアに指導アドバイス
教育相談、教員向け研修等の指導センター的の役割

活動事例１）多文化学習活動センター（CEMLA）



活動事例２）多文化教育コーディネーター派遣

• ２6の高校（在県枠15校、定時制8校、通信制1校、ク
リエイティブスクール２校）

どこへ？どこへ？

• 県から1校当たり約２５万円（年５０回）
• ME-netからも

予算は？予算は？

• 高校と協議して決める
• 放課後の補習教室（日本語・母語）、キャリア支援、イ
ベントサポートなど

何をする？何をする？

• 母語話者、地域の支援者、教育に関わっていた人、
高校進学のガイダンスでつながった人

どんな人？どんな人？

• コーディネーター会議に県担当者参加（年５回程度）
• 県主催の高校との事業報告会（年２回）

県との連携は？県との連携は？
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高校内でのサポートの主な内容と流れ
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入学時

進級・卒業時

学期中

• 合格者説明会、オリエンテーション等でのサポート（通
訳派遣、翻訳文書、在籍把握等）

• プレイスメントテストの実施

• 授業や補習等でのサポート（日本語や教科指導やキ
ャリア授業等へのサポーターの派遣やアドバイス）

• 三者面談等でのサポート（通訳派遣）
• 母語による聞き取り調査三者面談等でのサポート（通
訳派遣）

• 先輩との交流会の実施
• 学校行事のサポート（文化祭等）
• 定時制5校における「校内相談カフェ」の実施
• 学校での担当者会議での情報交換
• 「学校外でのイベント」への呼びかけと同行

• 三者面談等でのサポート（通訳派遣）
• 進路についてのサポート



「高校生向け進路相談会」
• 2019年7月に神奈川県内2カ所で実施
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参加生徒数約120名

7月6日ユニコムさがみはら

7月27日県立川崎高校



なぜ 「高校生向け進路相談会」が必要か？

• 外国につながる高校生への進路・キャリア支援
⇒高校での支援だけでは不十分

⇒外国につながる特有の課題がある

・在留資格の問題

・言葉の問題

・進路選択への情報不足

⇒最も効果があるのは「先輩大学生の体験談」

• 大学、専門学校側の意識改革
⇒「留学生」ではない「外国につながる高校生」の存在
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参加した主な大学・専門学校
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横浜市立大学宇都宮大学

上智大学短期大学部

東海大学 桜美林大学

神奈川大学

東京理科大学

日本外国語専門学校

神奈川県専修学校各種学校協会YMCA健康福祉専門学校



活動事例３）定時制高校でのキャリア支援
相模向陽館高校（昼間定時制）での
「ひまわりカフェ」

・毎週金曜日12:30～14：20
・ME-net＋県央地域若者サポステ＋
東海大学＋エンパワメントかながわ
・サポステ職員の常駐

・守秘義務と学校へのフィードバック
の徹底

カフェの期待される効果
・生徒の課題把握
・様々な相談対応の場

友だち関係、家庭状況、学校生
活、進路相談・・・
・進路相談からサポステへつながる

・多文化共生の場（外国につながる
生徒が100名以上）
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「高校内カフェ」
2019年8月19日朝日新聞朝刊から

https://www.asahi.com/articles/ASM8J5STNM8JUTIL023.html



大人（＝社会）から見た現代若者論
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今の若者たちは・・・

コミュニケーションが苦手

社会との関りが少ない

自己肯定感が低い

・いじめや不登校の多さ

・自殺者の多さ

・離職率の高さ
高卒3年以内の離職40％
大卒3年以内の離職30％



今の子どもたちは・・・・

19

家庭 学校

自分

近所の子どもたち・家庭
近所の大人＋商店＋居場所

専門家
医者、役所・・・

遠くの親戚

ネットの世界

社会

狭い世界で
のコミュニケ
ーション

指示・命令

禁止

抑えられる
欲求

情報のシャワー



今の子どもたちは・・・
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狭い社会で生き、自ら自発的にコミュニケー
ション手段をとる機会がない！

これは社会が作り出したもの！

そこで・・・！



①学校に居場所を作ろう！！
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家庭 学校

自分

近所の子ども
＋大人＋商店
＋居場所

社会

専門家
医者、役所・・・

学校内
カフェ



②自発的なコミュニケーションを！
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自分

学校内
カフェ

○○が欲しい。

話がしたい。

相手を知りたい。

だれかの役に立ち
たい。

欲求行動

すぐかなえら
れないことも
大事！

自己肯定感

社会の入口

自己開示



③生徒と社会との接点づくり！
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学校内
カフェ

スタッフ
・ＮＰＯ等の団体
よこはまユース
ME-net
横浜メンタルサービス
エンパワメントかながわ
ＣＬＣＡ他

・就労支援
若者サポートステーション

・大学生
横浜市立大学、慶応大
東海大学、法政大他

見学者
・福祉関係機関
市や区の福祉CW
児童相談所他

・地域の人たち
自治会、商店会
ロータリークラブ他

生徒からの関り

スタッフは看板（肩書）を掲げない



カフェから見える高校生の素顔
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なんで無料なの？
なんで私たちの
ために？

本当は話し相手が
欲しい！

本当は大人を信じ
たい！

過去にもどって
やり直したい！

カフェがあると
がんばれる！



多様性を受け入れる共生社会、多文化共生とは・・・

→生徒一人一人の「困り感」「生きづらさ」「非抑圧感」「自分を
受け入れてもらえない孤独感・違和感」など

これらをどのように周囲が受け止め、ともに生きやすい社会に
するか・・・
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ともに受け止めあい、考える場

共生社会へ向けて


